
　
20
世
紀
初
頭
に
は
、
世
界
の
都
市
人
口
は
１
億
６
千

万
人
程
度
で
、
総
人
口
の
１
割
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ

の
後
、
人
口
の
集
中
が
進
み
、
今
日
で
は
世
界
の
人
口

の
お
よ
そ
半
数
は
都
市
に
住
む
。
し
た
が
っ
て
、
多
く

の
人
々
が
日
常
的
に
そ
の
恩
恵
を
享
受
す
る
こ
と
の

で
き
る
「
生
物
多
様
性
に
富
む
地
域
づ
く
り
」
は
、
都

市
に
お
い
て
こ
そ
、
そ
の
効
果
が
大
き
い
。
圧
倒
的
な

世
界
第
１
位
の
都
市
人
口
３
千
５
百
万
人
を
有
す
る

東
京
（
都
市
圏
）
は
、
世
界
的
な
水
準
か
ら
み
て
、
こ

の
分
野
で
は
誇
る
べ
き
こ
と
や
、
語
る
べ
き
こ
と
が
少

な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
現
在
の
都
市
人
口
８
５
０
万
人

の
ロ
ン
ド
ン
は
、
ビ
ク
ト
リ
ア
時
代
か
ら
今
風
に
い

え
ば
「
生
物
多
様
性
に
富
む
地
域
づ
く
り
」
が
め
ざ
さ

れ
、
実
績
も
豊
富
で
あ
る
ば
か
り
か
現
在
、
い
く
つ
も

の
再
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

英
国
の
「
国
家
生
物
多
様
性
行
動
計
画
（national 

biodiversity action plan

）」
に
し
た
が
っ
て
１
９
９

６
年
（
平
成
８
年
）
に
策
定
さ
れ
た
「
ロ
ン
ド
ン
生
物

多
様
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（London B

iodiversity 

Partnership

）」〈http://w
w
w
.lbp.org.uk/

〉
に
も
と

づ
く
多
様
な
主
体
が
連
携
し
て
の
自
然
再
生
で
あ
る
。 

　
本
稿
で
は
、
都
市
に
お
け
る
自
然
再
生
の
目
標
に
関

す
る
保
全
生
態
学
的
な
洞
察
を
簡
単
に
記
し
た
う
え

で
、
実
例
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
市
に
お
け
る
取
り
組
み
を

紹
介
す
る
。 

     

　
世
界
中
の
都
市
で
、
緑
地
と
水
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

回
復
さ
せ
る
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
計
画
す
る
に
あ
た
っ
て
、
め
ざ
す
べ

き
「
自
然
」
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
ま
た
回
復
さ
せ

た
生
態
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
ど
の
よ
う
な
生
態
系

サ
ー
ビ
ス
を
引
き
出
そ
う
と
す
る
の
か
、
そ
れ
を
明
確

に
す
る
こ
と
が
ま
ず
必
要
と
な
る
。 

　
そ
の
よ
う
な
事
業
に
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
土
地

に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
近
未
来
の
状
態
が
可
能
か
、

す
な
わ
ち
潜
在
的
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
明
ら
か
に
す

る
科
学
的
な
分
析
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
も
関
連

さ
せ
つ
つ
、
土
地
の
歴
史
を
遡
り
、
都
市
が
成
立
す
る

前
の
自
然
環
境
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を

明
確
に
す
る
こ
と
も
欠
か
せ
な
い
。 

　
東
京
も
ロ
ン
ド
ン
も
、
さ
ら
に
は
世
界
中
の
大
都
市

の
多
く
は
、
か
つ
て
の
河
川
の
氾
濫
原
に
発
達
し
た
も

の
で
あ
る
。
真
水
が
得
や
す
い
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ

ま
な
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
を
得
る
こ
と
が
容
易
な
氾
濫

原
は
、
石
器
時
代
か
ら
人
類
の
主
要
な
活
動
の
場
で
あ

っ
た
。
テ
ム
ズ
川
の
氾
濫
原
に
発
達
し
た
ロ
ン
ド
ン
で

は
、
狩
猟
採
集
の
石
器
時
代
か
ら
、
牧
畜
を
中
心
と
し

都
市
に
お
い
て
め
ざ
す
べ
き

氾
濫
原
自
然
と
は

鷲
谷
　

い
づ
み W

ritten by Izum
i W

ashitani
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ロンドン湿地センターの広い開水面は水鳥の楽園 

ロンドン湿地センターを借景とする高級住宅地。開発業者はセンター運営のパートナー 

た
農
業
利
用
の
時
代
を
経
て
、
都
市
が
発
達
し
て
い
っ

た
経
緯
が
考
古
学
的
な
調
査
に
も
と
づ
い
て
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
る
。 

　
一
般
に
、
氾
濫
原
の
自
然
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な

の
だ
ろ
う
か
。
河
川
の
流
路
は
、
時
折
お
こ
る
氾
濫
に

よ
っ
て
変
化
す
る
。
氾
濫
は
そ
れ
に
限
ら
ず
、
土
砂
の

堆
積
・
掘
削
な
ど
に
よ
っ
て
微
地
形
を
変
化
さ
せ
る
。

川
筋
と
離
れ
て
取
り
残
さ
れ
た
川
道
、
湧
き
水
に
涵
養

さ
れ
る
止
水
域
な
ど
に
よ
り
、
氾
濫
原
に
は
流
水
と
止

水
が
織
り
な
す
水
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
発
達
す
る
。
温

帯
地
域
で
は
、
水
面
に
は
ヤ
ナ
ギ
が
枝
を
な
げ
か
け
、

地
下
水
位
の
高
さ
に
応
じ
て
ヨ
シ
や
ス
ゲ
な
ど
の
生

え
る
湿
性
草
原
が
広
が
り
、
少
し
小
高
い
と
こ
ろ
に
は

落
葉
樹
林
が
発
達
す
る
。 

　
樹
林
あ
り
、
草
原
あ
り
、
水
辺
あ
り
の
モ
ザ
イ
ク
状

の
自
然
、
そ
れ
が
多
く
の
都
市
の
自
然
の
原
型
で
あ
る
。

池
や
樹
林
や
草
地
な
ど
か
ら
な
る
公
園
は
、
氾
濫
原

の
自
然
を
模
倣
し
た
も
の
で
あ
る
。
水
と
緑
の
織
り

な
す
多
様
性
に
富
む
風
景
は
心
地
よ
く
、
身
を
お
け

ば
心
が
安
ら
ぐ
。
異
な
る
生
息
環
境
が
組
み
合
わ
さ

れ
て
存
在
す
る
た
め
、
多
様
な

動
植
物
が
生
息
・
生
育
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
生
物
多
様
性
に

富
む
空
間
で
あ
る
が
ゆ
え
、
多

く
の
自
然
の
恵
み
、
す
な
わ
ち

生
態
系
サ
ー
ビ
ス
を
供
給
す
る

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
も
つ
。
緑
と

水
の
生
態
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

し
て
質
の
高
い
氾
濫
原
の
自
然

が
残
存
し
て
い
た
り
、
自
然
再

生
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
回
復

さ
れ
た
り
し
て
い
れ
ば
、
人
々

の
心
安
ら
ぐ
憩
い
の
場
、
バ
ー

ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
や
自
然
観
察
、

釣
り
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
の
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
な
る
。

さ
ら
に
は
、
気
候
変
動
に
よ
っ

て
頻
発
す
る
よ
う
に
な
る
と
予

測
さ
れ
て
い
る
洪
水
か
ら
市
街

地
を
ま
も
る
遊
水
池
・
調
節
池

と
し
て
も
機
能
し
、
水
質
浄
化

な
ど
、
そ
の
他
の
生
態
系
サ
ー

ビ
ス
も
期
待
で
き
る
。 

    

　
ロ
ン
ド
ン
市
は
そ
の
土
地
面
積
の
約
４
割
が
緑
地

で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、
氾
濫
原
に
由
来
す
る
湿
地
や

沼
地
、
草
原
や
ヒ
ー
ス
の
荒
地
（
ヒ
ー
ス
ラ
ン
ド
）
な

か
ん
よ
う 

ロ
ン
ド
ン
、
水
と
緑
地
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

生
物
多
様
性
の
再
生
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ハムステッドヒースの女性用水浴場を木陰からのぞむ 

ハムステッドヒースの女性用水浴場の入り口。ここからは女性だけが入れる緑と水の空間 

ど
が
含
ま
れ
、
そ
こ
は
、
生
物
多
様
性
が
豊
か
に
息

づ
く
空
間
で
も
あ
る
。
英
国
の
「
国
家
生
物
多
様
性

行
動
計
画
（national biodiversity action plan

）」

に
し
た
が
っ
て
１
９
９
６
年
に
策
定
さ
れ
た
「
ロ

ン
ド
ン
生
物
多
様
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（London 

B
iodiversity Partnership

）」
で
は
、
多
様
な
パ
ー

ト
ナ
ー
の
参
加
に
よ
り
、
市
の
中
心
部
の
緑
の
回

廊
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
水
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
適
切

に
組
み
合
わ
さ
れ
る
こ
と
が
め
ざ
さ
れ
て
い
る
。 

　
ロ
ン
ド
ン
に
は
、
湿
地
・
水
辺
を
魅
力
と
す
る

公
園
が
い
く
つ
も
あ
る
。
そ
れ
ら
は
人
々
の
憩
い

の
場
で
あ
る
と
同
時
に
水
鳥
の
生
息
の
場
と
な
っ

て
い
る
。
リ
ー
ジ
ェ
ン
ト
パ
ー
ク
も
そ
の
１
つ
で

あ
る
。
点
在
す
る
木
立
と
人
造
湖
が
つ
く
る
景
色

は
氾
濫
原
の
景
色
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
公
園
に
沿

っ
て
延
び
る
リ
ー
ジ
ェ
ン
ト
運
河
は
水
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
重
要
な
要
素
だ
。
こ
の
運
河
を
リ
ト
ル

ベ
ニ
ス
か
ら
カ
ム
デ
ン
タ
ウ
ン
ま
で
ナ
ロ
ウ
ボ
ー

ト
が
運
行
し
て
お
り
、
緩
や
か
な
ス
ピ
ー
ド
で
水

面
を
滑
る
よ
う
に
走
る
ボ
ー
ト
か
ら
川
面
に
枝
を

さ
し
か
け
る
公
園
の
樹
林
を
眺
め
る
こ
と
も
で
き

る
。
ロ
ン
ド
ン
北
部
に
位
置
し
３
・
２
 km

2

の
面
積

を
誇
る
森
と
草
原
の
広
大
な
公
園
ハ
ム
ス
テ
ッ
ド

ヒ
ー
ス
に
も
30
以
上
の
池
沼
が
点
在
し
、
そ
の
中

に
は
水
浴
の
で
き
る
池
も
あ
る
。 

　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン〈http:// 

w
w
w
.lbp.org.uk/londonhabspp.htm

l
〉
に
は
、

生
息
・
生
育
場
所
タ
イ
プ
と
種
の
保
全
・
回
復
の
計

画
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
２
０
１
５
年
ま
で
の
数

値
目
標
も
決
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
氾
濫
原
湿

地
は
、30 
ha
に
つ
い
て
質
の
向
上
を
は
か
り
、10 
ha
を

新
た
に
再
生
す
る
。
ヒ
ー
ス
ラ
ン
ド
の
再
生
目
標
も
30 

ha
で
あ
る
。
樹
林
地
は
20 
ha
を
再
生
す
る
が
そ
の
う
ち

の
５
ha
は
湿
性
林
で
あ
る
。
ヨ
シ
原
は
10 
ha
、
池
沼
33

箇
所
、
大
き
な
水
域
を
５
箇
所
、
再
生
す
る
と
い
う
目

標
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
目
標
か
ら
は
、
氾
濫
原
に
ふ
さ

わ
し
い
生
息
・
生
育
場
所
の
再
生
に
力
を
注
ご
う
と
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

　
動
植
物
は
12
種
を
対
象
種
と
し
て
と
り
あ
げ
て
い

る
が
、
そ
の
う
ち
の
１
種
が
ケ
ネ
ス
・
グ
ラ
ハ
ム
著
の

童
話
「
柳
に
吹
く
風
」
の
主
人
公
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
ラ
ッ

ト
、
ミ
ズ
ハ
タ
ネ
ズ
ミ
で
あ
る
。
ミ
ズ
ハ
タ
ネ
ズ
ミ
に

つ
い
て
は
、
次
に
も
述
べ
る
よ
う
に
再
導
入
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。 

     

　
ま
と
ま
り
の
あ
る
氾
濫
原
湿
地
40 
ha
の
再
生
は
、

テ
ム
ズ
川
の
大
き
な
湾
曲
部
の
内
側
で
す
で
に
実
施

さ
れ
た
。
場
所
は
地
下
鉄
ハ
マ
ー
ス
ミ
ス
駅
近
く
、
ロ

ン
ド
ン
湿
地
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
（
※
）。
ビ
ク
ト
リ
ア
時

代
に
建
設
さ
れ
た
水
道
用
の
貯
水
池
の
跡
地
を
利
用

し
た
も
の
だ
。
貯
水
池
は
永
ら
く
ロ
ン
ド
ン
市
の
水

道
水
の
供
給
に
役
立
っ
て
き
た
が
、80
年
代
後
半
に
な

る
と
潮
汐
の
影
響
を
う
け
に
く
い
上
流
部
か
ら
水
道

水
が
取
水
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
水
道
会
社
テ
ム

ズ
ウ
ォ
ー
タ
ー
か
ら
こ
の
土
地
を
無
償
で
借
り
受
け
、

一
大
湿
地
帯
を
再
生
し
た
の
は
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
水
鳥
・
湿
地 

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る

氾
濫
原
湿
地
の
再
生
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ロンドン湿地センターに多数点在する池沼の一つ 

ロンドン郊外のエッピングフォーレストにある昔ながらの 
管理をしている雑木林の台場仕立てのブナ　 

ハムステッドヒースの広い池沼 

 

ト
ラ
ス
ト
（The W

ildfoul &
 

W
etlands Trust : 

Ｗ
Ｗ
Ｔ
）」

〈http://w
w
w
.w
w
t.org.uk/

〉

で
あ
り
、
資
金
提
供
し
た
の
は
、

住
宅
会
社
バ
ー
ク
レ
ー
ホ
ー
ム

ズ
で
あ
る
。 

貯
水
池
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
護
岸
が
取
り
払
わ
れ
、

湖
や
池
沼
が
緑
の
中
に
点
在
す

る
一
大
湿
地
帯
が
再
生
さ
れ
た
。

バ
ー
ク
レ
ー
ホ
ー
ム
ズ
社
は
、

再
生
湿
地
帯
を
借
景
と
し
た
高

級
建
売
住
宅
を
販
売
し
て
利
益

を
あ
げ
た
。
２
つ
の
企
業
と
Ｎ

Ｇ
Ｏ
が
協
力
し
て
の
湿
地
再
生
で
あ
る
。
生
物
多

様
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
有
効
に
機
能
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

　
湿
地
再
生
の
事
業
で
は
、
旧
貯
水
池
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
護
岸
が
壊
さ
れ
、
砕
か
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー

ト
は
新
た
な
水
辺
の
形
状
を
維
持
し
た
り
、
歩
道

を
つ
く
っ
た
り
す
る
た
め
の
建
材
と
し
て
利
用
さ

れ
た
。
大
小
の
池
沼
、
湖
、
干
潟
、
湿
性
草
原
な
ど

多
様
な
水
辺
や
湿
性
立
地
が
つ
く
ら
れ
、
動
植
物

に
と
っ
て
の
多
様
性
と
変
化
に
富
ん
だ
生
息
・
生

育
場
所
が
再
生
さ
れ
た
。 

　
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、
湿
地
全
体
が
見

渡
せ
る
。
そ
こ
か
ら
眺
め
る
と
、
広
い
水
辺
と
湿
地

の
向
こ
う
に
は
バ
ー
ク
レ
ー
ホ
ー
ム
ズ
の
戸
建
て

の
住
宅
地
、
そ
の
背
後
に
は
市
街
の
ビ
ル
群
が
み

え
る
。
湖
に
は
夥
し
い
数
の
水
鳥
が
浮
か
び
、
草
原

に
は
伝
統
品
種
の
ウ
シ
が
放
牧
さ
れ
て
草
を
食
む
。

湿
地
帯
は
、
近
隣
地
域
の
下
水
を
浄
化
す
る
役
割
を

も
担
っ
て
い
る
。 

　
ロ
ン
ド
ン
湿
地
セ
ン
タ
ー
に
は
、
多
く
の
市
民
が

広
々
と
し
た
水
と
緑
の
風
景
と
多
様
な
水
辺
の
野
生

生
物
と
の
ふ
れ
合
い
を
求
め
て
訪
れ
る
。
湿
地
の
野

生
生
物
を
観
察
す
る
人
々
の
た
め
に
、
６
０
０
ｍ
の

板
張
り
遊
歩
道
と
総
延
長
３
・
４
km
の
観
察
路
が
整

備
さ
れ
て
い
る
。
間
近
に
水
鳥
を
観
察
で
き
る
ハ
イ

ド
（
観
察
小
屋
）
は
６
棟
あ
り
、
湿
地
の
風
景
に
溶
け

込
む
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
ガ

ン
、
カ
モ
、
ハ
ク
チ
ョ
ウ
、
サ
ギ
、
バ
ン
、
シ
ギ
、
チ
ド

リ
類
な
ど
の
水
鳥
１
３
０
種
、
両
生
類
４
種
、
ト
ン
ボ

類
19
種
、
蝶
類
24
種
が
生
息
す
る
。
さ
ら
に
、
絶
滅
危

惧
種
の
ミ
ズ
ハ
タ
ネ
ズ
ミ
の
再
導
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

実
施
さ
れ
て
い
る
。 

 （
※
）
詳
し
く
は
、
鷲
谷
い
づ
み
『
岩
波
科
学
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
　

に
っ
ぽ
ん
自
然
再
生

紀
行
　

散
策
ガ
イ
ド
付
き
』
岩
波
書
店
（
2
0
1
0
年
発
刊
予
定
）
を
参
照
。

 

東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
教
授
。
1
9
5
0
年

東
京
生
ま
れ
。
７８
年
東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
修
了
（
理

学
博
士
）。
筑
波
大
学
講
師
、
助
教
授
を
経
て
現
職
。
生
態
学
・

保
全
生
態
学
（
植
物
の
生
活
史
の
進
化
、
植
物
と
昆
虫
の
生
物

間
相
互
作
用
、
生
物
多
様
性
保
全
お
よ
び
生
態
系
修
復
の
た
め

の
生
態
学
的
研
究
な
ど
）。
主
な
著
書
は
、『
絵
で
わ
か
る
生
態

系
の
し
く
み
』（
講
談
社
）、『
自
然
再
生
』（
中
央
公
論
新
社
）、

『
保
全
生
態
学
入
門
』（
共
著
、
文
一
総
合
出
版
）
な
ど
。 

　
鷲
谷
　

い
づ
み
（
わ
し
た
に
・
い
づ
み
） 
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